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平成21年度日本酪農科学シンポジウム編

ilI.大学における牛乳・乳製品教育」

新制大学における牛乳・乳製品に関する教育
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1. はじめに

国立大学設置法により昭和24年 5月に新制大学が全

国各地に設置された。設置当初は戦後の混乱期であり，

物資が不足して新制大学の設備等はかなり貧弱だったと

思われる。新制大学が発足した翌年の昭和25年6月に

勃発した朝鮮動乱を契機に日本経済が復興してきた。そ

して，昭和30年代から高度経済成長を迎え，安定成長

期へと移行した。戦後の経済の復興と成長に伴って新制

大学の教育も充実して行き，昭和40年代になるとそれ

までは旧帝大やこれに準ずる単科大学にしか認められて

いなかった大学院が，修士課程のみであったが新制大学

にも設置された。そして，平成3年には全ての新制大

学で農学系博士課程の教育ができるようになり，新制大

学の教育は規模的にも質的にも充実じてきた。しかし，

平成の時代に入る前後から大学を取巻く状況も激変し，

全国の国立大学で学部改組が行われ，従来の学部組織が

大きく変貌した。新制大学において，牛乳・乳製品に関

する教育は畜産学科の畜産製造学講座あるいは畜産物利

用学講座を中心にして行われてきたが，最近では畜産学

科や畜産製造学講座(研究室)の名称を殆ど見ることが

できない。それと同時にその教育内容も大きく変貌し

た。本報告では，新制大学の発足から今日までの牛乳・

乳製品に関する教育がどのように変化してきたのかを，

大学制度を踏まえながら，主に鹿児島大学と宮崎大学を

例として概観する。

2. 新制大学の発足と牛乳乳製品の教育

昭和24年5月に新制大学が発足し，全国各地に農学

部が設置された。新制大学において牛乳・乳製品に関す

る教育を担ってきたのは，主に畜産学科の畜産製造学講

座あるいは畜産物利用学講座である。新制大学発足時に

畜産学科を有していたのは帯広畜産大学，宇都宮大学，

広島大学および宮崎大学の4大学であった(表1)1)。但

し，帯広畜産大学は地域性を考慮してか酪農学科という

名称であった。また，旧帝大では東京大学，東北大学，

名古屋大学および九州大学に，私立大学では日本大学と

東京農業大学に畜産学科が設置された。当時の文部省の

学部等設置審議委員会では，学科には4講座以上置く

こと，畜産学科においては4講座の中には畜産製造学

を置くこととなっていたので，畜産学科を有する全ての

大学には畜産製造学講座あるいは畜産物利用学講座が設

置された。但し，東京大学と名古屋大学では畜産製造学

講座は農芸化学科に所属し，畜産学科との共通講座であ

った。その後，戦後の著しい経済発展に伴って畜産振興

が叫ばれ，時代の要請を受けて岩手大学，新潟大学，茨

城大学，信州大学，岐阜大学，神戸大学，岡山大学，鹿

児島大学，および琉球大学に畜産学科が設置された2)。

新制大学では牛乳・乳製品に関する教育は主に畜産学科

で行われ，畜産製造学講座や畜産物利用学講座がその中

心的な役割を果たした。この中で，広島大学のように畜

表 1 新制大学における畜産学科の設置年度

年度 大学名

昭和24年度|帯広畜産大学，宇都宮大学，広島大学，宮崎大学

昭和25年度|琉球大学

昭和27年度|茨城大学

昭和28年度|岡山大学

昭和35年度|信州大学

昭和38年度|岐阜大学，鹿児島大学

昭和39年度|岩手大学

昭和41年度|新潟大学，神戸大学
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産製造学講座が畜産学科から新設された食品工業化学科

へ移籍されたのに伴い，牛乳・乳製品の教育も新学科で

展開されるケースも生じた。

畜産学科を持たない大学においても畜産学講座が設置

された。昭和46年全国畜産関係者名簿2)によれば，弘前

大学農学部農学科，千葉大学園芸学部，東京農工大学農

学部農学科・獣医学科・農芸化学科，東京教育大学農学

部農学科，富山大学教育学部，静岡大学農学部農学科，

三重大学農学部農学科・農芸化学科，滋賀大学教育学

部，鳥取大学農学部獣医学科，島根大学農学部農学科，

山口大学農学部獣医学科，愛媛大学農学部農学科，香川

大学農学部農学科，高知大学農学部暖地農学科，および

佐賀大学農学部農学科に畜産学講座が置かれていた。こ

れらの学科の中には，非常勤講師の協力も得ながら牛

乳・乳製品の教育が展開されたところもあった。

畜産学科や畜産学講座が有しない大学でも，牛乳・乳

製品を専門とする教員がいて牛乳・乳製品に関する教育

が行われていた。例えば昭和55年当時の資料によれ

ば3)，弘前大学農学部園芸学科農産物利用学講座には粛

藤善一教授，岩手大学農学部農芸化学科農産製造学講座

には小田切敏教授，香川大学農学部食品学科畜水産物利

用学講座には宮辺豊紀教授が在籍していた。粛藤善一教

授は農畜産物利用学の講義を，小田切敏教授は畜産物利

用学の講義を担当し，牛乳・乳製品に関する教育研究を

行っていた。

3. 大学院の充実

新制大学発足当時に大学院が設置されていたのは旧帝

大のみであったが，新制大学においてもその発足当時か

ら既に大学院設置の活動があった。新制大学において最

初に大学院修士課程が設置されたのは昭和40年で，東

京農工大学に設置された(表2)。大学院修士課程はそ

の後順次整備されて昭和47年までに，琉球大学以外の

全ての国立大学農学部に修士課程が設置され，教育研究

内容が充実された。

表2 新制大学における農学系大学院修士課程の設置年度

年度| 大学名

昭和40年度|東京農工大学

昭和41年度|宇都宮大学，三重大学，鹿児島大学

昭和42年度|岐阜大学，鳥取大学，愛媛大学，宮崎大学

昭和43年度|岩手大学，広島大学，香川大学

昭和44年度|新潟大学，千葉大学，岡山大学，山口大学

昭和45年度|山形大学，静岡大学，茨城大学

昭和46年度|弘前大学，島根大学

昭和47年度|信州大学，神戸大学

昭和52年度|琉球大学
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新制大学における博士課程設置の運動は昭和45年に

は既に始まっている4)。その中心になったのは連合大学

院構想を打ち立てた東京農工大学の川村亮教授で，川村

教授はその後日本学術会議の会員にもなり，強力に運動

を推進した。その運動は，①旧帝大と一部の単科大学に

しか学位指導権や審査権がない状況では，指導者も少な

く研究テーマも限られているので，学聞が細分化して研

究領域が広くなると旧システムでは対応できない，②学

位の定義も「学の誼蓄を極めた人に与えるもの」から

「一人前の研究者として認定されるライセンス」に変わ

ってきた，③日本全国の博士課程未設置の大学や研究機

関には科学の専門の権威が非常に多いのに何故これらの

ブレインを博士課程の指導や審査に活用しないのか，と

いう素朴な疑問からスタートしているとしている。当初

の川村構想は博土課程を既に持っている大学の教員も参

加して，資格を有する教員で構成する大学院連合的なも

のであった。学生の指導も本当に内容の判った専門家が

一緒になって行うことが望ましく，そのため全国一つの

連合大学院を目指していた。また，連合大学院に参加で

きるのは職階に関係なし実力があれば助手でも構わな

いという斬新なものであった。川村亮教授は全国の大学

を精力的に行脚して，連合大学院構想を説いて回った。

筆者も昭和46年頃広島大学水畜産学部在職中に，川村

亮教授の連合大学院構想を聴いたことがある。

当初の連合大学院構想は全国の新制大学農学部を一つ

の連合大学院とするもので，実施方法の困難さもあっ

て，なかなか実現しなかった。遅々として進まない連合

大学院とは別に，単独大学で博土課程を設置する運動も

活発化した。単独での博土課程として，まず初めに神戸

大学に農学分野を含む大学院自然科学研究科が昭和56

年に設置された。因Iこ，神戸大学も連合大学院設置の活

動に加わっていた。昭和60年には広島大学に生物圏研

究科，昭和61年には岡山大学と新潟大学に農学研究

科，千葉大学に園芸学研究科が設置された。また，平成

3年には三重大学に生物資源学研究科が設置された。こ

れら単独で博士課程を設置された大学は，三重大学を除

いて旧制の医学部を有していた，いわゆる旧 6グルー

プの大学である。

上記以外の新制大学は連合大学院として博士課程の設

置の運動を継続した。その結果，昭和60年には東京農

工大学と愛媛大学に大学院連合農学研究科が設置され，

次いで昭和63年には鹿児島大学，平成元年に鳥取大

学，平成2年に岩手大学，平成3年に岐阜大学に設置

された(表 3)。連合大学院には20大学が参加し，これ

で全ての新制大学において博士課程の教育が可能になっ

た。なお，信州大学農学部はその後平成17年度には連

合大学院を離脱して，自身の大学の大学院総合工学系研

究科で博土課程の教育を行うことになった。また，宮崎
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日本畜産学会大会における研究発表件数
発表件数は当該年度と次年度との平均値で示した。
但し.2008年度は前年度との平均値である。

新制大学の発足から35年ほどは食品関連学科などの

新設はあったものの，畜産製造学の講座名称や牛乳・乳

製品に関係するカリキュラムに大きな変更はなかった

が，年号が昭和から平成に変わる頃から講座名称および

教育内容の変更が行われた。これは，大学設置基準の大

綱化や全国的な大学改革の流れによるのであろう。昭和

62年に大学審議会は文部大臣から， I大学等における教

育研究の高度化，個性化及び活性化のための具体的方

策」の諮問を受け，平成3年2月に大学審議会は「大

学教育の改善について」と題して答申を行い，大学設置

基準の大綱化と自己点検・評価システムの導入等を提言

している。この中で，大学教育の枠組みは緩やかにする

が，大学の国際化，技術革新，情報化の進展に対応する

ため大学に不断の自己点検・評価を求めている。各大学

では大学審議会が文部大臣から答申を受ける前から既に

改組の検討が行われていた。表4に示すように岡山大

学農学部では昭和60年に，信州大学では昭和63年に，

宮崎大学農学部では平成元年に改組が行われている。全

国農学部の中で改組が遅い方で、あった鹿児島大学農学部

でも平成2年に改組が行われた。この時期の改組で

は，学科のくくりが大きくなり，畜産製造学講座が所属

していた畜産学科は，宮崎大学では生物資源利用学科

へ，岡山大学では総合農業科学科へ，信州大学では生物

生産学科へ，鹿児島大学では生物資源化学科へ改組され

た(表的。また，畜産学科が設置された時には畜産製

造学講座で，いわゆる小講座であったが，改組では小講

座から大講座制へと移行したのに伴い，研究室名称も変

わった。表4に示した4大学ともに，これまでに改組

は2回以上行われている。研究室名称も，宮崎大学や

岡山大学のように冠に「畜産」を残している大学から，

1998 

大学改組と研究室名および教育内容の変遷

1988 1978 

(年度)

1968 1958 

。

4. 

図 1
大学農学部は平成19年度から連合大学院を離脱して，

同大学の工学部と大学院総合農学工学研究科を設置した。

大学院の修士課程および博士課程の設置によって，校

費が増加して各研究室への配分予算も増大した。新制大

学において平成20年度までに，乳・乳製品に関する研

究で博士の学位を取得した者は，岡山大学で14名，連

合大学院全体で39名にも及んでいる。また，経済成長

に伴う大学校費の増加や，大学院の充実によって研究も

活性化し，新制大学の牛乳・乳製品分野の研究発表件数

および論文数は増大した。

図1は日本畜産学会大会における牛乳・乳製品に関

する年聞の研究発表件数を1958年度(昭和33年度)か

ら2008年度までの50年聞を10年毎に調べた結果であ

る。なお，近年の畜産学会大会は隔年で年2回開催さ

れること，および年度毎のばらつきを考慮して当該年度

と次年度との平均値で表した。牛乳・乳製品に関する研

究発表は畜産学会だけでなく，農学化学会や食品科学工

学会の大会でも数多く発表されるので，正確な研究活動

を反映していないが，一定の傾向は読み取ることができ

るであろう。 1958年度の総発表件数は26.5件(次年度

との平均で示しているので端数が出ている)で，新制大

学5.5件，旧帝大12件，私立大学1件である。なお，こ

の他畜産試験場などの研究機関や企業からの発表がある

が図には示していない。 1958年度から1978年度までは

総発表件数が減少しているが，これ旧帝大の発表が減少

したことによる。旧帝大の発表件数の減少は，研究発表

の場が畜産学会から農芸化学会に移行したためと思われ

る。新制大学の発表件数は， 1988年度までは順調に増

加しているがこれ以降はむしろ減少傾向にある。これは

発表の場が日本畜産学会以外の学会に移ったことも考え

られるが，後述するように新制大学を取巻く教育研究環

境が厳しくなってきたことによるものと推測される。私

立大学の1958年および1968年度の発表件数は極めて僅

かであったが， 1978年度以降順調に増加しており，

2008年度は新制大学とほぼ同じ発表件数になってい

る。このことから近年の私立大学における牛乳・乳製品

分野の研究の充実ぶりが窺える。
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表4 畜産製造学関連研究室の名称の変遷

宮崎大学 岡山大学

昭和24~63年度 昭和28~46年度

畜産学科 畜産学科

畜産製造学講座 畜産製造学講座

平成元年度~平成11年度 昭和47~60年度

生物資源利用学科 畜産学科

生物資源利用学コース 畜産物利用学講座

畜産物利用学研究室
昭和60年度~平成10年度

平成12年度~ 総合農業科学科

応用生物科学科 生産物利用学講座

食品機能化学講座 畜産物利用学分野

畜産食品化学研究室 平成11~17年度

総合農業科学科

応用動物機能学講座

畜産物利用学分野

畜産食品機能学分野

平成18年度~

総合農業科学科

応用動物科学コース

畜産物利用学ユニット

畜産食品機能学ユニット

信州大学や鹿児島大学のように「畜産」が消えて食品を

冠に置く大学まで，各大学により対応は異なっている。

例えば，鹿児島大学の研究室名の変遷は，表4に示す

ように，設置当初の畜産製造学から，畜産物利用化学，

そして現在では食品化学研究室になっている。

学部の改組，研究室名の変更に伴いカリキュラムも大

幅に変わった。表5-1に宮崎大学と岡山大学の，表5-2

に信州大学と鹿児島大学の牛乳・乳製品に関するカリキ

ュラムの変遷を示した。新制大学発足当時の畜産学科を

有する学科の畜産製造学の教育内容は，各大学によって

多少が異なるが，講義 8 単位，実験 2~3 単位，実習 1

~2 単位であった。鹿児島大学では，畜産製造学 14 単

位，畜産製造学II4単位，畜産製造学実験2単位およ

び畜産製造学実習2単位が必修として開講されてい

た。畜産製造学の主要分野は乳・肉・卵の科学およびそ

の製造学であるが，これらの約半分は牛乳・乳製品の教

育に充てられた。このようなカリキュラムは大学の農学

部改組が行われた昭和の末期あるいは平成の初期までま

で続けられた。しかし，全国の大学で改組が行われて，

改組の度ごとに畜産製造学関連の単位数が減少した。こ

の中でも宮崎大学や岡山大学のように研究室名に「畜産」

を残している大学では畜産製造学関連の単位数の減少が

小さく，研究室名から「畜産」が消えた鹿児島大学では

その減少が大きい。鹿児島大学では，平成9年度の改

組で研究室名が食品化学になり，畜産製造学関連のカリ

キュラムは動物性食品学2単位，実習は農場実習とし

信州大学 鹿児島大学

昭和35~62年度 昭和38年度~平成元年度

畜産学科 畜産学科

畜産製造学講座 畜産製造学講座

昭和63年度~平成12年度 平成 2~8 年度

生物生産科学科-食料生産科学科 生物資源化学科

畜産物製造学研究室(細野) 動物生化学・食品化学講座

動物性食品機能学研究室(大谷) 畜産物利用化学研究室

平成13年度~ 平成9年度~

機能性食料開発学専攻 生物資源化学科

平畜産成物15製年造度学)研究室 (細野 食品機能化学講座

食品化学研究室
食品機能学研究室(大谷)

成食品16微年生度物~学)研究室 (保井:平

て肉加工実習が残ったのみである。カリキュラムの変更

によって，従来畜産製造学で講義していた内容の一部が

食品化学へ移行したことを考慮しても，牛乳・乳製品の

教育内容が激減したのは歴然としている。宮崎大学と岡

山大学においても畜産製造学関連の単位数は畜産学科設

置当時に比べると現在では著しく減少している。

畜産学科を有していなかった大学では，大学弘前大学

では昭和26~30年に農学科で畜産製造学が，昭和30~

38年には農学科農学課程で畜産製造学が，農学科農芸

化学課程では農畜産製造学が開講されていた(この時期

は農産製造学講座の教員が担当)。昭和63~平成 2 年ま

では，園芸学科農産物利用学講座(粛藤善一教授・五十

嵐康雄教授)が農畜物利用学を開講し，牛乳・乳製品の

教育していた。平成2年の改組で，生物資源化学科生

物資源利用学講座の五十嵐康雄教授が動物資源利用学の

講義を担当した。しかし，平成9年の改組で畜産物や

動物資源を冠する授業科目は無くなり，食品科学，食品

プロセス工学や食品機能学の中で牛乳・乳製品の科学や

製造に触れる程度になっている。

一連の改組や定員削減により，畜産製造学(畜産食品

学も含めて)の教員数が減少した。昭和54年当時の畜

産製造学関連の教官定員3)は表6に示す通りで，原則的

に1研究室に教授1，助教授1，助手1の3名体制であ

ったが，改組により新しい研究分野が生まれたこと，定

員削減などにより研究室当りの教員数が減少した。特に

助手(現在の助教)の減少が著しい。現在新制大学では，
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表5-1 新制大学における牛乳-乳製品に関するカリキュラムの変遷ー1

宮崎大学

昭和24~45年度

畜産学科(必修68単位，選択16単位以上)

畜産製造学 1 (4単位)，畜産製造学1I(4単位)，畜産製造学
実験実習 (2単位)，製造化学実験 (1単位)

昭和46~52年度

畜産学科(必修71単位，選択13単位以上)

乳製品製造学 (4単位)，肉製品製造学 (4単位)，畜産製造学
実験実習 (2単位)，製造化学実験 (1単位)

昭和52~60年度

畜産学科(必修71単位，選択13単位以上)

乳製品製造学 (4単位)，肉製品製造学 (4単位)，畜産製造学
実験実習 1 (1単位)，畜産製造学実験実習1I(1単位)，畜産
学基礎実験V (1単位)

昭和60~63年度

畜産学科(必修75単位，選択9単位以上)

岡山大学

昭和28~46年度斗

畜産学科(必修71単位，選択34単位)

畜産物利用学 (2単位)，畜産物利用学特論 (2単位)，食品衛
生 (2単位)，乳加工論 (2単位)，肉加工論 (2単位)，畜産物
利用学実強 (1単位)，牧場および工場実習 (2単位)，畜産実
習 (2単配)

昭和47~60年度

畜産学科(必修65単位，選択20単位以上)

畜産物利用学1 (2単位)，畜産物利用学1I (2単位)，畜産化
学 (2単位)，食品衛生学 (2単位)，畜産物利用学実験 (1単
位)，牧場および工場実習 (2単位)，畜産実習 (2単位)

昭和61年度~平成10年度

総合農業科学科生産物利用学講座(必修36単位，選択44単位
以上)

畜産物利用学 (2単位)，畜産食品学 (2単位)，畜産食品微生
物学 (2単位)，食品衛生学 (2単位)，食品添加物論 (2単位)， 
生産物利用学実験(1)& (1I) (2単位)，牧場工場実習 (2

乳製品製造学 1 (2単位)，乳製品製造学1I(2単位)，肉製品| 単位)
製造学 1 (2単位)，肉製品製造学1I(2単位)，畜産製造学実|
験実習 1(1単位)，畜産製造学実験実習1I(1単位)，畜産学(平成11~17年度
基礎実験V (1単位

| 総合農業科学科応用動物機能学講座(必修39単位，選択47単

平成元~11年度

生物資源利用学科生物資源利用学コース(必修51単位，選
択39単位以上)

畜産資源化学 (2単位)，畜産食品製造学 (2単位)，畜産食品
製造学実験実習 (2単位)

平成12年度~

応用生物科学科(必修47単位，選択43単位以上)

畜産食品科学 (2単位)，畜産食品製造学 (2単位)，食品製造
学実験・実習 (2単位)

位以上)

畜産物利用学 (2単位)，畜産食品学 (2単位)，畜産食品微生
物学 (2単位)，畜産食品工学 (2単位)，食品衛生学 (2単位)， 
動物機能学実験1II(2単位)

平成18年度~

総合農業科学科応用動物機能学コース(必修56単位，選択31
単位以上)

畜産食品学 (2単位)，畜産食品微生物学 (2単位)，食品衛生
学 (2単位)，応用動物科学コース実験1II(2単位)，牧場実習
(2単位)

*岡山大学では昭和28年に畜産学科が設置されてからカリキュラムに小さな変更があり，昭和36年度以降表記のカリキュラムにな
った。

1研究室2名の教員という体制が多くなってきている。

また，大講座制で研究室の教員構成が流動的になってき

ているので，今在籍する牛乳・乳製品を専門とする教員

が定年等で退職した時に，後任として同じ分野の教員が

補充されるとは限らない。牛乳・乳製品の教員の減少は

当然カリキュラムにも反映され，牛乳・乳製品に関する

カリキュラムも減少するであろう。

5. 卒業生の支援:フェニックス会について

宮崎大学および鹿児島大学は高等農林専門学校時代も

含めて多くの卒業生を九州管内の乳業関連の企業や公共

団体に送り出している。卒業生は工場の生産技術や製品

開発などの業務に携わっていたが，新制大学初期の卒業

生は技術力向上の必要性を痛感していた。このような状

況の中で，乳製品の製造に関する研究討論を重ね常に新

時代の動向に適応し，事業の発展に寄与することを目的

とする技術研修会「フェニックス会」が昭和33年に生

まれた。発起人は当時宮崎大学の教授で昭和42年に鹿

児島大学に移られた小島正秋先生である。会の名称は，

この会を不死鳥のように永遠に続けたいという願いを込

めて付けられたとされている。小島先生は企業の経営者

に，卒業生の技術研修会への出張依頼状を出すなどし

て，卒業生が参加しやすい環境の醸成にも尽力された。

技術研修会は 1年に一度開催され，昼間は外部講師2

名による講演会，夜は会員と講師の交流会を行い，ホテ

ルに 1泊して行われた。会員は設立当初は宮崎大学の

卒業生のみであったが，その後，九州大学および鹿児島

大学の卒業生の他に明治大学や東京農業大学などの卒業

生も加わった。昭和56年当時の会員数は91名で，その

所属は南日本酪農株式会社，九州乳業株式会社，オーム

乳業株式会社などの企業や九州各県と山口県の酪農協同

組合であった5)。賛助会員も35社に及んだ。講演会で

は，日本乳業技術協会の下村正巳氏が毎年出席して乳業

界の最新情報や最新技術を紹介した。会誌「フェニック

スJ(図2)は当初は会員が発行していたが，後には大

学の教員が編集委員を務めた。小島先生が昭和53年に

鹿児島大学を定年退職された後は宮崎大学の大橋登美男

教授が会長に，鹿児島大学の加香芳孝教授が副会長に就

任した。

フェニックス会設立当初は九州|の乳業界も互いに協力

しながら全体の技術力を向上させようという共通認識が
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表5-2 新制大学における牛乳 乳製品に関するカリキュラムの変遷一2

昭和35~44年度

畜産学科(必修70単位，選択24単位以上)

畜産物利用学 1 (2単位)，畜産物利用学II (2単位)，畜産物
利用学実験実習 1 (1単位)，畜産物利用学実験実習II (1単
位)

昭和45~60年度

畜産学科(選択94単位以上)

畜産物利用学 1 (2単位)， ili産物利用学五 (2単位)， ili産物
利用学実験実習 1 (1単位入省産物利用学実験実習II (1単
位)

昭和61~62年度

斎産学科(選択94単位以上)

畜産物化学 (2単位)，畜産製造学 1 (2単位)，畜産製造学宜
(2単位)，酪農微生物学 (2単位)，免疫化学 (1単位)，畜産
製造学実験実習 (1単位)

昭和63年度~平成8年度

生物生産科学科動物コース(生物生産科学科開講専門科目から
62単位以上，農学部の全開講科目から14単位以上)

畜産物製造学 (2単位)，畜産物化学 (2単位)，酪農微生物学
(2単位)，免疫化学 (2単位)，動物生産利用学実験実習 (0.5
単位)

平成 9~20年度

食料生産科学科動物コース(必修12単位，食料生産科学科開
講専門科目から62単位以上，農学部の全開講科白から18単位
以上)

畜産物製造学 (2単位)，動物性食品機能学 (2単位)，酪農微
生物学 (2単位)，免疫化学 (2単位)，動物生産利用学実験実
習 (0.5単位)

平成21年度~

食料生産科学科動物コース(学部共通科目 1単位と学科開設
科目36単位必修， 53単位以上選択)

議産物製造学 (2単位)，畜産物利用学 (2単位)，食機能・素
材学 (2単位)

昭和38~50年度

畜産学科(必修81単位，選択13単位以上)

畜産製造学 1 (4単位)，畜産製造学II (4単位)，畜産製造学
実験 (2単位)，畜産実習 (2単位)

昭和50年度~平成元年度

畜産学科化学系コース(必修81単位，選択13単位以上)

畜産製造学総論 (4単位)，畜産製造学各論 (4単位)，畜産製
造学実験 (2単位)，斎産製造学実習 (2単位)

平成 2~8 年度

生物資源化学科動物生化学・食品科学コース(必修66単位，
選択18単位以上)

手L成分化学 (2単位)，肉成分化学 (2単位)，資産食品加工学
(2単位)，畜産食品加工実習 (1単位)

平成9年度~

生物資源化学科食品機能化学コース(必修66単位，選択18単
位以上)

動物性食品学 (2単位)，農場実習(肉加工実習1単位)

表 6 昭和54年度時点での畜産製造学関連研究室の名称と教
員定員

講座名称(大学)

畜産製造学(新潟大学，信州大学，岐阜大学，
神戸大学，広島大学，宮崎大学，鹿児島大学)

野物利用学(茨城大学宇都宮大学，岡山大

喜農科学(帯広融大学)，制保蔵学(帯広
産大学)

農産物利用学(弘前大学)，農産製造学(岩手
大学)

栄養化学斎産物利用学(三重大学)

畜水産物利用学(香川大学)

畜産物利用学草地学(琉球大学)

教員定員数

20 

9 

6 

日
u

q

J

っο
η

J

あったが，昭和末期になってくると，企業の中にはフェ

ニックス会への参加に消極的なところも出て来たことも

あり，技術研修会も開催されなくなった。しかし，フェ

ニックス会が九州の乳業界に与えたインパクトは大きか

ったものと思われる。昨今では大学教員も多忙化して在

図2 フェニック会の機関誌の表紙
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学生の指導も十分に行届かない状況になってきている

が，学生が卒業してからもなお技術力の向上に努められ

た小島正秋先生の慧眼と熱意に敬意を表したい。

6. おわりに

昭和24年に新制大学が発足して以来，戦後の畜産振

興と相侠って畜産学科や畜産製造学(畜産物利用学)の

分野は質，量ともに充実してきた。しかし，大学設置基

準の大綱化に伴い大学が改組されて畜産製造学や畜産物

利用学の名称も変更され，牛乳・乳製品に関する講義や

実験実習の単位数も減少した。平成16年4月から国立

大学が法人化され，国立大学法人特に地方大学を取巻く

環境は一段と厳しくなった。

一度縮小した講義や実験を復活させるのは難しいかも

しれないが，国立大学が法人化された後は，特に地方大

学では教育，研究，社会貢献という三つの役割の中で社

会貢献がとりわけ重要視されるようになってきているの

で，地域によっては牛乳・乳製品関する教育研究分野の

充実が可能かもしれない。

畜産学科畜産製造学講座の時代は，乳，肉，卵の違い

こそあれその講座には畜産物を専門とする教員が確実に

配置された。しかし，現在は大講座制になっており畜産

製造学や畜産物利用学は一つの教育研究分野にすぎな

い。教育研究分野の改廃は講座の改廃より容易にでき

る。現在，新制大学では牛乳・乳製品を専門とする教員

が定年退職した場合，人件費削減などの理由で教員が補

充されないかもしれないし，補充されたとしても牛乳・

乳製品の専門家が採用される保証はない。常に組織を見

直すことになっているからである。牛乳・乳製品の専門

家が確実に配置される方法の一つに牛乳・乳製品を冠と

する寄付講座がある。寄付講座の教育研究内容は寄付者

の意向が反映されるので，牛乳・乳製品を専門とする教

員を配置できる。これには多大の費用を必要とするの

で，関係各位の理解と協力が不可欠であるが，是非検討

して戴きたい課題である。

筆者は昭和43年から今年3月まで，広島大学と鹿児

島大学において牛乳・乳製品に関する教育研究に携わっ
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てきた。大学設置基準の大綱化に伴う学部改組の真った

だ中に大学に籍を置いたので，鹿児島大学の研究室名称

の変更と牛乳・乳製品に関わる単位数の縮減には筆者に

も責任の一端がある。振り返ってみると，当時の状況と

しては学部改組の流れの中で，研究室名称も変えざるを

得なかったような雰囲気があったように思う。大学によ

り状況が異なるので，その個々の対応は大学により異な

るものの新制大学に共通したものがあろう。今日のよう

な状況下で，1産・学・官から見た牛乳・乳製品の過去・

現在・未来Jというテーマでシンポジウムが開催された

のは誠に時宜にかなったものである。本稿が大学におけ

る牛乳・乳製品に関する教育を再考する資料となれば幸

いである。
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